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都 市 化 前 都 市 化 後 

自然や田畑が多くあり保水機能が高いため、降った雨の

多くが地下などに浸透・貯留し、公共用水域に流入する

ため、河川や雨水渠等の負担が軽減される。 

市街化の進展に伴い保水機能が低下したため、降った雨

の多くが浸透することなく、公共用水域に流入するた

め、河川や雨水渠等の負担が増大する。 

地下浸透 

降 雨 

蒸 発 

表面流出 

降 雨 

表面流出 

蒸 発 

 
地下浸透 

下水道 
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内側に樹脂製の 
補強管を形成 

 

古い既設管 
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＜標準耐用年数50年を経過する汚水管渠の推移＞
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経過年数 延長（km）
50年以上 80
40年以上50年未満 60
30年以上40年未満 118
20年以上30年未満 194
20年未満 138
合計 590

 

 経過年数 延長（km）
陶管 86
ヒューム管 194
硬質塩化ビニル管等 308
その他 5
合計 590
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内側に樹脂製の 
補強管を形成 

 

古い既設管 

 

 

 

 

 

 

 

  老朽化した汚水管渠の破損による道路の陥没      更生工事の施工状況（更生管の入れ込み）  

 

 

 

 

 

 

 

 

老朽化した汚水管渠内部の状態（亀裂が見られる） 更生工事後の管内部の状況 
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 下水道の日 TOPIC
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職員数（管理職・計画係） 職員数（整備） 職員数（維持）

新設整備費 維持管理費（更生工事等含む）
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